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１．開催日時 
 2018 年 3 月 4日より 8日 

２．開催場所 
 アメリカ合衆国コロラド州デンバー 

 ヒルトンデンバー・エンバシースイートホテル 

3．国際会議報告 

3.1 会議概要 

ＳＰＩＥ（国際光工学会）は、光学、フォトニクス、画像

工学の分野における知識の交換、収集、普及を目的とする

非営利の国際的な学会であり、レーザプロセッシングに関

わる多くの研究者が本学会に所属している。本学会が毎年

3 月に主催する会議 Smart Structures and Materials + 

Nondestructive Evaluation and Health Monitoring

（http://spie.org/conferences-and-exhibitions/past-confe

rences-and-exhibitions/smart-structures-and-materials

/nde-2017-x128748）は構造体にセンサ機能やアクチュエ

ータ機能を付加し高機能化を行うスマートストラクチャ

ー研究、構造体の変形や損傷を診断するヘルスモニタリン

グの分野では世界最大の国際会議である。 

本国際会議において 2015年より３Ｄプリンティングに

関する研究発表を行う特別セッションが設けられ、知的構

造研究者、ヘルスモニタリング研究者、レーザプロセス研

究者と３Ｄプリンティングに関する研究者が参加し、活発

な議論を行われてきた。今回、本国際会議中に

Conference10597 Nano-, Bio-, Info-Tech Sensors and 

3D Systems として 15 のセッションがおこなわれ、44 件

の口頭発表、5 のポスター発表が行われた。また本会議開

催中の 3月 7日午後 16時より 2時間の間「3D PRINTING 

DEMONSTRATION SESSION」が開催された。「Smart 

Material for printing:Piezo-electric polymer film 」、

「Fabrication of a 3D nano：printing device」、「3D 

printing of foods」、「3D printing for gel robotics」、

「RepRap SWIM-ER: low-cost open-source 3D gel 

printer」に関する３Ｄプリンタの実機が会場に持ってこ

られ、造形のデモンストレーションが行われた。 

3.2 発表概要 

今回、3 月 5 日行われた Conference10597 Nano-, Bio-, 

Info-Tech Sensors and 3D Systems の Session 4:3D 

Printing and Applications I において、ゼーベック効果

を利用してリアルタイムに３Ｄ造形状況をモニタリング

する技術 Temperature monitoring of molten pool of 

metal molded 3D printer using Seebeck effect の発表を

行った。金属ワイヤを供給し実スケールの構造部材を高速

で造形することのできるワイヤ供給型の３Ｄプリンティ

ングが注目を浴びているが、造形中に生じる様々なエラー

（ワイヤの溶着、造形物の凹凸、内部への巣の発生等）に

よる歩留まりの悪さが問題となっている。このような問題

に対して我々は、レーザ溶接が他の 2 つの方法と違い光学

エネルギーを利用して溶接を行うため電気的に中立であ

ることを注目した。フィラーワイヤと母材との間にゼーベ

ック効果により生じる熱起電力を正確に測定し、造形状況

や溶融池の温度をリアルタイムにモニタリングするシス

テムについて発表を行った。 

 溶融プールの温度を測定する方法については、熱電対を

基盤に埋め込む方法や、外部から光学的な方法など様々な

方法がすでに行われてきているが、従来の熱電対を用いる

方法では溶けてしまわないように溶融プール近辺でしか

測定を行うことができず、光学的な測定法ではレーザ熱源

の光の影響を受けて正確な測定が困難であった。本研究で

は肉盛り溶接に用いるフィラーワイヤを熱電対に見立て

連続的に流し込むことにより、閉回路を形成し熱起電力の

測定を行う独創的方法であり、発表においても注目度は高

かった。 
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